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《 北米産大豆 》 

〇１３／１４年 世界及び米国大豆生産予測・需給予測 

 米国農務省が１１月８日発表した、１３／１４年度の世界大豆生産高予測によれば、生産量

はアメリカで生産面積が減少するものの、ブラジルで収穫面積の増加により史上最高、またア

ルゼンチンで単収の上昇と、史上最高の作付面積により増加となることなどから、世界全体で

前年度を上回り史上最高となる見込み。一方、消費量もアルゼンチン、中国などで増加し史上

最高となる見込み。ただ、生産量が消費量を上回り、期末在庫は前年より上昇する見込みとな

っています。 

１３/１４年産 世界大豆生産・需給予測 

生 産 量 ２億８，３５４万ｔ （対前年比     ５．８％増） 

消 費 量 ２億７，０００万ｔ （対前年比     ４．５％増） 

期末在庫量 ７，０２３万ｔ   （対前年比    １６．８％増） 

期末在庫率 ２６．０％     （対前年度差 ２．８ポイント増） 

１３/１４年産 米国大豆生産・需給予測 

生 産 量 ８，８６６万ｔ   （対前年比     ７．４％増） 

消 費 量 ４，８８１万ｔ   （対前年比     ０．８％増） 

輸 出 量 ３，５９１万ｔ   （対前年比     ９．９％増） 

期末在庫量 ３８３万ｔ     （対前年比    ２０．９％増） 

期末在庫率 ４．５％      （対前年度差 ０．７ポイント増） 

 

〇２０１３年産カナダ産大豆生産高予測 

 カナダ農務・農産食品省がこのほどまとめた、同国の穀物・油糧種子レポートによれば１３

年産大豆の生産量は、４８８万ｔと前年を若干下回ると見込んでいます。オンタリオ州では、

単収が１０％減少したことにより、生産量も１３％減の３００万ｔに、ケベック州では単収が

１％減少したことにより、生産量も減少すると予測しています。 

 

《 中国産大豆 》 

〇中国産大豆生産状況 

中国産大豆の生産状況は裏面の表の通り、年々減少している状況です。背景として、米等の

作物への転向する農家が多く、栽培面積が減少することとなっています。一大産地である黒竜

江省では、５年前と比較して、栽培面積で４０％、生産量は３５％の減少している状況です。 

現地からの報告によれば、２０１３年産大豆の現在までの作柄状況は、一部地域で水害の影

響があるようですが、日照時間、積算温度、降水量等必要な条件を満たしており、粒は例年よ

り大きめになる傾向にあるとのことです。 
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単位 1000ha 

1000t 

 

２００８年 

 

２００９年 

 

２０１０年 

 

２０１１年 

 

２０１２年 

 

２０１３年 

予想 

黒竜江省 

栽培面積 

 

４，０００ 

 

３，８２０ 

 

３，５４８ 

 

３，４６０ 

 

２，６７０ 

 

２，４００ 

黒竜江省 

生産量 

 

６，９５０ 

 

５，９２０ 

 

５，８５０ 

 

５，４２０ 

 

５，０００ 

 

４，５００ 

吉林省 

生産量 

 

９１０ 

 

８２０ 

 

８７０ 

 

７９０ 

 

７００ 

 

６３０ 

中国全体の 

栽培面積 

 

９，３４０ 

 

８，８００ 

 

８，２００ 

 

７，３７０ 

 

６，６７０ 

 

６，０００ 

中国全体の 

生産量 

 

１５，５５０ 
 

１４，９００ 

 

１５，０００ 

 

１３，５００ 

 

１２，５００ 

 

１１，０００ 

 

《 トピックス 》 

〇平成２５年産国産大豆入札情報 

 今月の１１月２７日から、２５年産国産大豆入札取引がいよいよ開始されます。上場予定数

量は、約６０００ｔ程度が見込まれています。今後は国産大豆の価格状況など、逐一情報提供

と、ご案内をしてまいります。 

〇三倉産業「国産大豆クロップツアー」開催 

 先月の１０月２３日青森県開催を皮切りに、「国産大豆クロップツアー」を実施させていた

だいております。 

１１月には、宮城県内のＪＡ栗っこ・みやぎ登米、ＪＡあさひな・みどりの、ＪＡ仙台の各

農協にて、ＪＡ、生産者、メーカーの皆様との意見交換の場として、ファーマーズミーティン

グと、契約栽培大豆の圃場視察を実施する予定となっております。 

本年度のツアーは今月終了いたしますが、平成２６年度の開催も予定しておりますので、「国

産大豆クロップツアー」にご興味のある方は、ぜひ各営業担当へお問い合わせいただければ幸

いです。 

 


